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一般国道２号 西条バイパス



道路建設事業の事後評価項目調書

事業名 一般国道２号 西 条バイパス
事業

一般国道
事業 国土交通省さいじょう

区分 主体 中国地方整備局

起終点 自：広島県東 広 島市西 条 町上三永
延長

ひろしま ひがしひろしま さいじょうちょうかみみなが

至：広島県東 広 島市八本松 町 宗吉
１１．３kmひろしま ひがしひろしま はちほんまつちようむねよし

事業概要

一般国道２号は、大阪府大阪市から福岡県北 九 州市に至る延長約６７０kmの主要幹線道路である。
おおさか おおさか ふくおか きたきゅうしゅう

西 条バイパスは、広島県東 広 島市西 条 町上三永と東 広 島市八 本 松 町宗吉を結ぶ延長11.3kmのバイ
さいじよう ひろしま ひがしひろしま さいじようちようかみみなが ひがしひろしま はちほんまつちようむねよし

パスである。

事業の目的・必要性

一般国道２号及び旧国道2号（国道486号、(市)御薗宇上三永線）の交通混雑の緩和、安全性の確保、地域

経済の活性化を図るものである。
事業概要図

事業期間 事業化年度 S49年度 用地着手 S53年度 供用年 (当初) /H33年度 変
事 都市計画決定 S50年度,S62年度 工事着手 S55年度 (暫定/完成) (実績)H23年度 / - 動 － 倍
業 事業費 計画時 (名目値) - /約540億円 実績 (名目値) 約399億円 / - 変
の (暫定/完成) (実質値) - /約559億円 (暫定/完成) (実質値) 約356億円 / - 動 － 倍
効 交通量 計画時 実績 変
果 (当該路線) (暫定/完成) －/42,900～60,400台/日 (暫定/完成) 20,600～26,800台/日 / － 動 － ％
等 旅行速度向上 31.5km/h→40.0km/h 交通事故減少 97件→89件

(供用前現道→当該路線) (供用前年次）S60年度（供用後年次）H27～28年度 (供用前現道→供用後現道） (供用中年次）S63年度(供用後年次)H23～H26平均

費用対効果 B/C 総費用 865億円 総便益 3,145億 基準年
分析結果 事 業 費：741億円 円
（当初） ３．６ 維持管理費：124億円 走行時間短縮便益：2,890億円 Ｈ１５年

走行経費減少便益： 198億円
交通事故減少便益： 57億円

費用対効果 B/C 総費用 1,049億円 総便益 3,850億円 基準年
分析結果 事 業 費：1,003億円 走行時間短縮便益：3,042億円
（事後） ３．７ 維持管理費： 47億円 走行経費減少便益： 649億円 Ｈ２８年

交通事故減少便益： 159億円
事業遅延によるコスト増 費用増加額 減益減少額

特になし － 億円 － 億円
事業遅延の理由

特になし
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客観的評価指標に帯する事後評価項目
事 ①円滑なモビリティの確保
業 ・渋滞損失時間が削減した。
の ②都市の再生
効 ・土地区画整理事業との連携により沿道まちづくりが進展した。
果 ③個性ある地域の形成
等 ・拠点開発プロジェクトを支援

④安全な生活環境の確保
・旧国道2号（国道486号）の死傷事故件数が減少した。
⑤災害への備え
・第一次緊急輸送道路として機能する。
⑥地球環境の保全
・CO2排出量が削減された。
⑦生活環境の改善・保全
・Nox排出量が削減された。
・SPM排出量が削減された。
・周辺地域の生活環境が改善
⑧他プロジェクトとの関係
・主要地方道志和インター線及び市道西条駅大学線(ブールバール)がH17年度開通し、西条バイパスに

アクセスした。
・国道375号御薗宇バイパスがH26年度開通し、西条バイパスにアクセスした。
その他評価すべきと判断した項目

特になし
事 環境影響評価に対応する項目
業 環境影響評価の対象外事業である。
に
よ その他評価すべきと判断した項目
る 特になし
環
境
の
変
化
事業を巡る社会経済情勢等の変化
・東広島市の人口は、昭和45年から平成27年にかけて増加【S45：9万人→H27：19万人】
・東広島市の自動車保有台数は、昭和45年から平成27年にかけて増加【S45：2万台→H27：13万台】
・昭和50年度に地域高規格道路「東広島廿日市道路」の一部を構成する東広島バイパスが事業化。
・平成5年度に高規格幹線道路「東広島・呉道路」が事業化。
・平成7年度に地域高規格道路「東広島廿日市道路」の一部を構成する安芸バイパスが事業化。
・平成17年度までに主要地方道志和インター線及び市道西条駅大学線(ブールバール)が開通。
・平成25年度までに東広島バイパスが一部開通。
・平成26年度に東広島・呉道路及び国道375号御薗宇バイパスが全線開通。

今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性
・西条バイパスは早期に効果発現させるため、バイパス区間については暫定２車線整備を行った。この整
備により、現道の渋滞緩和、所要時間の短縮、死傷事故件数の減少、地域経済の活性化、地域産業の支援
など、事業目的に見合った効果が確認できることから、今後の事後評価の必要性はないと考える。
・西条バイパスの整備により、一定の効果は得られているものの、バイパス本線の事故が発生している交
差点においては、引き続き交差点改良などの必要な対策を進めていく。なお、４車線整備については、事
業中である安芸バイパス、東広島バイパスなどの整備による今後の交通状況及び所要時間や時間信頼性の
変動などを踏まえて検討を行う。
計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性
・当該事業は,整備目的である地域経済の活性化、地域産業の支援等において効果が確認できており、今
後とも同種事業の計画・調査にあたっては、沿線自治体の目指すべき姿（地域計画）と整合させることは
必要であり、更に、経済、観光の関係者から情報収集を行うなど、道路整備による多面的な効果の把握に
努める必要がある。
・事業評価手法の見直しについては、整備目的を果たしていることから必要はないと考えるが、今後周辺
道路整備が進み、ネットワークとしての効果も発揮することが期待されるため、引き続き社会経済指標や
ビッグデータ等データの蓄積に努める。

特記事項
特になし

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

－ 2 －



一
般
国
道
２
号

西
条
バ
イ
パ
ス

一
般

国
道
２
号

西
条

バ
イ

パ
ス

さ
い

じ
ょ
う

国
土

交
通

省
中

国
地

方
整

備
局

平
成

２
９

年
１

月

事
後

評
価

－ 3 －



一
般
国
道
２
号

西
条
バ
イ
パ
ス

＜
拡
大
図
＞

凡
例

高
規
格
幹

線
道
路

有
料
道
路

直
轄
国
道

補
助
国
道

（
供

用
済

）

（
供

用
済

）

（
事

業
中

）

１
．
位

置
図

西
条

バ
イ

パ
ス

L
=
1
1
.3

km

さ
い

じ
ょ

う

・
一

般
国

道
2
号

は
、

大
阪

府
大

阪
市

か
ら

福
岡

県
北

九
州

市
に

至
る

延
長

約
6
8
0
km

の
主

要
幹

線
道

路
で

あ
る

。

・
西

条
バ

イ
パ

ス
は

、
広

島
県

東
広

島
市

西
条

町
上

三
永

と
東

広
島

市
八

本
松

町
宗

吉
を

結
ぶ

延
長

1
1
.3

km
の

バ
イ

パ
ス

で
あ

る
。

お
お

さ
か

お
お

さ
か

ふ
く

お
か

き
た

き
ゅ

う
し

ゅ
う

ひ
ろ

し
ま

ひ
が

し
ひ

ろ
し

ま
さ

い
じ

ょ
う

ち
ょ

う
か

み
み

な
が

ひ
が

し
ひ

ろ
し

ま
は

ち
ほ

ん
ま

つ
ち

ょ
う

む
ね

よ
し

さ
い

じ
ょ

う

西
条

バ
イ

パ
ス

L
=
1
1
.3

km

さ
い

じ
ょ

う

東
広

島
バ

イ
パ

ス
L
=
9
.6

km

ひ
が

し
ひ

ろ
し

ま

安
芸

バ
イ

パ
ス

L
=
7
.7

km

あ
き

東広島・呉道路
L=32.8km

ひがしひろしまくれ

東 広 島 市

八 本 松 町 宗 吉

東 広 島 市 西 条 町 上 三 永
広

島
市

東
広

島
市

呉
市

熊
野

町

海
田

町

坂
町

－ 4 －



一
般
国
道
２
号

西
条
バ
イ
パ
ス

２
．
事

業
概
要
及
び
経
緯

（
１
）
事

業
概
要

標
準

断
面

図
計
画
概
要

路
線

名
西
条
バ
イ
パ
ス

起
終

点
起
点
：
広
島
県
東
広
島
市
西
条
町
上
三
永

終
点
：
広
島
県
東
広
島
市
八
本
松
町
宗
吉

計
画

延
長

L
=
1
1
.3
km

道
路

規
格

第
３
種
第
１
級

設
計

速
度

バ
イ
パ
ス
区
間
：
8
0
km

/
h

現
道
拡
幅
区
間
：
6
0
km

/
h

車
線

数
４
車
線

■
標

準
断

面
図

（
バ

イ
パ

ス
区

間
）

■
標

準
断

面
図

（
現

道
拡

幅
区

間
）

ひ
ろ

し
ま

ひ
が

し
ひ

ろ
し

ま
さ

い
じ

ょ
う

ち
ょ

う
か

み
み

な
が

ひ
ろ

し
ま

ひ
が

し
ひ

ろ
し

ま
は

ち
ほ

ん
ま

つ
ち

ょ
う

む
ね

よ
し

【
目

的
】

一
般

国
道

2
号

及
び

旧
国

道
2
号

（
国

道
4
8
6
号

、
(
市

)
御

薗
宇

上
三

永
線

）
の

交
通

混
雑

の
緩

和
、

安
全

性
の

確
保

、
地

域
経

済
の

活
性

化
を

図
る

も
の

。

現
道

の
断

面

国
道

2
号

西
条

バ
イ

パ
ス

L
=
1
1
.3

km

東
広

島
市

熊
野

町

広
島

市
安

芸
区

竹
原

市

東 広 島 市 八 本 松 町 宗 吉

ひ が し ひ ろ し ま は ち ほ ん ま つ ち ょ う む ね よ し

東 広 島 市 西 条 町 上 三 永

ひ が し ひ ろ し ま さ い じ ょ う ち ょ う か み み な が

至
岡

山
至

山
口

バ
イ

パ
ス

区
間

L
=
8
.5

km
現

道
拡

幅
区

間
L
=
2
.8

km

至
呉

東
広

島
市

役
所

高
屋

J
C
T
・

IC

上
三

永
IC

下
三

永
福

本
IC

西
条

IC

志
和

IC

さ
い

じ
ょ

う

み
そ

の
う

か
み

み
な

が

－ 5 －



一
般
国
道
２
号

西
条
バ
イ
パ
ス

２
．
事

業
概
要
及
び
経
緯

（
２
）
事

業
の
経
緯

東
広

島
市

広
島

市
安

芸
区

竹
原

市

バ
イ

パ
ス

区
間

L
=
8
.5

km
現

道
拡

幅
区

間
L
=
2
.8

km

国
道

2
号

西
条

バ
イ

パ
ス

L
=
1
1
.3

km
東 広 島 市 西 条 町 上 三 永

東 広 島 市 八 本 松 町 宗 吉

ひ が し ひ ろ し ま さ い じ ょ う ち ょ う か み み な が

ひ が し ひ ろ し ま は ち ほ ん ま つ ち ょ う む ね よ し

さ
い

じ
ょ

う

高
屋

J
C
T
・

IC

上
三

永
IC

西
条

IC

志
和

IC

熊
野

町

事
業

全
体

の
進

捗
状

況

事 業 経 緯

終
点

～
吉

川
西

条
線

吉
川

西
条

線
～

西
条

停
車

場
線

西
条

停
車

場
線

～
（
市

）
御

薗
宇

上
三

永
線

（
市

）
御

薗
宇

上
三

永
線

～
起

点

都
市

計
画

決
定

昭
和

4
9
年

度
昭

和
6
1
年

度

事
業

着
手

昭
和

4
9
年

度
昭

和
6
2
年

度
平

成
7
年

度

用
地

着
手

昭
和

5
7
年

度
昭

和
5
3
年

度
昭

和
6
2
年

度
平

成
7
年

度

工
事

着
手

昭
和

6
1
年

度
昭

和
5
5
年

度
平

成
4
年

度
平

成
9
年

度

開
通

年
月

平
成

5
年

4
月

2
/
4
開

通
昭

和
6
3
年

3
月

2
/
4
開

通
昭

和
6
0
年

1
2
月

2
/
4
開

通
平

成
1
4
年

度
交

差
点

立
体

化
完

成
（
東

広
島

駅
入

口
交

差
点

）
平

成
2
4
年

2
月

4
車

線
開

通

至
岡

山
至

山
口

よ
し

か
わ

さ
い

じ
ょ

う
よ

し
か

わ
さ

い
じ

ょ
う

さ
い

じ
ょ

う
て

い
し

ゃ
じ

ょ
う

さ
い

じ
ょ

う
て

い
し

ゃ
じ

ょ
う

み
そ

の
う

か
み

み
な

が
み

そ
の

う
か

み
み

な
が

下
三

永
福

本
IC

•
昭

和
4
9
年

度
に

事
業

着
手

し
、

平
成

5
年

4
月

ま
で

に
バ

イ
パ

ス
区

間
8
.5

km
を

暫
定

2
車

線
で

開
通

し
て

い
る

。
•

現
道

拡
幅

区
間

は
昭

和
6
2
年

度
か

ら
事

業
着

手
し

、
平

成
2
4
年

2
月

に
は

一
部

4
車

線
で

開
通

し
て

い
る

。

東
広

島
駅

入
口

交
差

点
ひ

が
し

ひ
ろ

し
ま

え
き

い
り

ぐ
ち

2
/
4
車

線
2
/
4
車

線
4
/
4
車

線

－ 6 －



一
般
国
道
２
号

西
条
バ
イ
パ
ス

３
．
費

用
対
効
果
分
析
の
算
定
基
礎
と
な
っ
た
要
因
の
変
化

当
初

・
再

評
価

(
H
１

５
再

評
価

)
今

回
評

価

事
業

延
長

L
＝

1
1
.3

 k
m

L
＝

1
1
.3

 k
m

道
路

構
造

現
道

拡
幅

区
間

：
完

成
４

車
線

バ
イ

パ
ス

区
間

：
完

成
４

車
線

現
道

拡
幅

区
間

：
完

成
４

車
線

バ
イ

パ
ス

区
間

：
暫

定
２

車
線

総
事

業
費

約
5
4
0
億

円
約

3
9
9
億

円

交
通

量
6
0
,4

0
0
台

/
日

（
H
1
1
道

路
交

通
セ

ン
サ

ス
に

基
づ

く
H
4
2
推

計
）

2
6
，

8
0
0
台

/
日

※
H
2
7

実
績

値

事
業

期
間

昭
和

4
9
年

度
～

平
成

3
2
年

度
（
4
7
年

間
）

昭
和

4
9
年

度
～

平
成

2
3
年

度
（
3
8
年

間
）

－ 7 －



一
般
国
道
２
号

西
条
バ
イ
パ
ス

22
,3

00
 

25
,4

00
 

27
,2

00
 

26
,0

00
 

26
,5

00
 

28
,3

00
 

26
,0

00
 

18
,0

00
 

19
,5

00
 

17
,7

00
 

19
,7

00
 

19
,5

00
 

22
,9

00
 

22
,9

00
 

22
,0

00
 

25
,6

00
 

24
,8

00
 

26
,8

00
 

0

10
,0

00

20
,0

00

30
,0

00

40
,0

00

50
,0

00

60
,0

00

70
,0

00

S4
5

S5
5

S5
8

S6
0

S6
3

H
2

H
6

H
9

H
11

H
17

H
22

H
27

国
道

48
6号

西
条

BP

2
2

33

4
4

5
6

7
3

9
5

11
1

1
2
6

1
3
2

1
3
2

1.
0
0

1.
26

1
.6

5

2
.1

5

2
.5

1

2
.8

4
2
.9

9
2
.9

8

1.
0
0

1.
21

1
.4

8

1
.7

1
1
.8

5
1
.9

4
1
.9

9
2
.0

0

1.
0
0

1.
20

1
.4

5

1
.6

9
1
.8

3
1
.9

1
1
.9

6
1
.9

6

0
.0

0

0
.5

0

1
.0

0

1
.5

0

2
.0

0

2
.5

0

3
.0

0

3
.5

0

0

2
0

4
0

6
0

8
0

10
0

12
0

14
0

Ｓ
4
5

Ｓ
5
0

Ｓ
5
5

Ｓ
6
0

Ｈ
2

Ｈ
7

Ｈ
1
2

Ｈ
2
2

Ｈ
2
6

Ｈ
2
7

9
3
6

1
,0

8
2

1
,2

0
9

1
,3

1
2

1
,4

2
1

1
,6

5
2

1
,7

5
3

1
,8

4
4

1
,9

0
1

1
,9

2
9

1
.0

0
1
.1

6
1
.2

9
1
.4

0
1
.5

2

1
.7

6
1
.8

7
1
.9

7
2
.0

3
2
.0

6

1
.0

0
1
.0

9
1
.1

2
1
.1

6
1
.1

7
1
.1

8
1
.1

8
1
.1

8
1
.1

7
1
.1

7

1
.0

0
1
.0

5
1
.0

8
1
.1

1
1
.1

1
1
.1

1
1
.1

1
1
.1

0
1
.0

8
1
.0

6

0
.0

0

0
.5

0

1
.0

0

1
.5

0

2
.0

0

2
.5

0

0

40
0

80
0

1
,2

00

1
,6

00

2
,0

00

Ｓ
4
5

Ｓ
5
0

Ｓ
5
5

Ｓ
6
0

Ｈ
2

Ｈ
7

Ｈ
1
2

Ｈ
1
7

Ｈ
2
2

Ｈ
2
7

４
．
社

会
経
済
情
勢
の
変
化

•
東

広
島

市
の

人
口

は
増

加
傾

向
で

あ
る

。
自

動
車

保
有

台
数

の
伸

び
率

は
広

島
県

全
体

を
上

回
っ

て
い

る
。

•
西

条
バ

イ
パ

ス
の

交
通

量
は

増
加

傾
向

で
あ

る
。

ひ
が

し
ひ

ろ
し

ま

さ
い

じ
ょ

う

自
動

車
保

有
台

数
の

推
移

（千
台

）

東
広

島
市

人
口

の
推

移 （
資

料
/
S
4
5
～

H
7
、

H
1
2
～

H
2
2
、

H
2
7
：
国

勢
調

査
）

（百
人

）

H
24

.2
現

道
拡

幅
区

間
4車

線
開

通

H
5.

4
バ

イ
パ

ス
区

間
暫

定
2車

線
開

通

S
49

事
業

化

H
5.

4
バ

イ
パ

ス
区

間
暫

定
2車

線
開

通

H
24

.2
現

道
拡

幅
区

間
4車

線
開

通

交
通

量
の

推
移

調
査

地
点

：
国

道
4
8
6
号

：
東

広
島

市
西

条
町

寺
家

西
条

バ
イ

パ
ス

：
東

広
島

市
西

条
町

寺
家

H
24

.2
現

道
拡

幅
区

間
4車

線
開

通

H
5.

4
バ

イ
パ

ス
区

間
暫

定
2車

線
開

通

S
49

事
業

化

H
27

.3
東

広
島

・呉
道

路
全

線
開

通

（
資

料
/
H

4
5
～

H
2
2
：
道

路
交

通
セ

ン
サ

ス
H

2
7
：
交

通
量

調
査

）

H
27

.3
東

広
島

・呉
道

路
全

線
開

通

（
資

料
/
[自

動
車

（
軽

自
動

車
除

く
）
保

有
台

数
] 

（
旧

賀
茂

郡
・
東

広
島

市
）

S
4
5
～

H
5
0
、

S
1
7
～

H
2
2
：
広

島
県

統
計

年
鑑

、
S
5
5～

H
12

：広
島

運
輸

支
局

、
H

2
7
：
市

区
町

村
別

自
動

車
保

有
車

両
数

[軽
自

動
車

保
有

台
数

] 
（
旧

賀
茂

郡
・
東

広
島

市
）

S
4
5
～

H
5
0
：
広

島
県

統
計

年
鑑

、
S
5
5～

H
27

：市
区

町
村
別

軽
自
動

車
車
両

数

[自
動

車
・
軽

自
動

車
保

有
台

数
] 

（
広

島
県

・
中

国
地

方
）

S
4
5
～

H
2
7
：
都

道
府

県
別

・車
種

別
保

有
台

数
表

(自
動

車
検

査
登

録
情

報
協

会
)

S
49

事
業

化
東

広
島

市

（
人

口
）

東
広

島
市

（
伸

び
率

）

広
島

県

（
伸

び
率

）

中
国

地
方

（
伸

び
率

）

S
4
5
：
現

東
広

島
市

の
市

町
村

で
計

上
（
西

条
町

、
八

本
松

町
、

志
和

町
、

高
屋

町
、

黒
瀬

町
、

福
富

町
、

豊
栄

町
、

河
内

町
、

安
芸

津
町

）
S
5
0
～

H
1
2
：
現

東
広

島
市

の
市

町
村

で
計

上
。

H
1
7
合

併
前

市
町

村
を

含
む

（
黒

瀬
町

、
福

富
町

、
豊

栄
町

、
河

内
町

、
安

芸
津

町
）

※
H

4
5
・
S
5
0
は

東
広

島
市

形
成

以
前

の
旧

賀
茂

郡
と

し
て

計
上

※
S
5
5
～

H
1
2
は

、
H

1
7
合

併
前

市
町

村
（
黒

瀬
町

、
福

富
町

、
豊

栄
町

、
河

内
町

、
安

芸
津

町
）
を

含
ん

だ
も

の
と

し
て

計
上

東
広

島
市

（
自

動
車

保
有

台
数

）

東
広

島
市

（
伸

び
率

）

広
島

県

（
伸

び
率

）

中
国

地
方

（
伸

び
率

）

旧
賀

茂
郡

(
自

動
車

保
有

台
数

)

H
27

.3
東

広
島

・呉
道

路
全

線
開

通

日
交

通
量

（
台

／
日

）

－ 8 －



一
般
国
道
２
号

西
条
バ
イ
パ
ス

５
．
事

業
効
果
の
発
現
状
況

整
備

効
果

①
全

線
開

通
の

効
果

（
円

滑
な

モ
ビ

リ
テ

ィ
の

確
保

、
安

全
安

心
の

確
保

）

整
備

効
果

②
地

域
経

済
の

活
性

化
（
周

辺
エ

リ
ア

活
性

化
の

支
援

）

≪
整

備
効

果
≫

整
備

効
果

③
地

域
経

済
の

活
性

化
（
地

域
産

業
の

支
援

）

－ 9 －



一
般
国
道
２
号

西
条
バ
イ
パ
ス

3
0
分

1
分

短
縮

志 和 イ ン タ ー 入 口 交 差 点

仁 賀 口 交 差 点

3
1
分

【
開

通
前

】

【
開

通
後

】

2
3
分

8
分

短
縮

し わ

に が ぐ ち

旧
国

道
2
号

（
国

道
4
8
6
号

・
L
=
1
6
.0

km
）

旧
国

道
2
号

（
国

道
4
8
6
号

・
L
=
1
6
.0

km
）

国
道

2
号

※
（
西

条
バ

イ
パ

ス
・
L
=
1
5
.0

km
）

※
西

条
バ

イ
パ

ス
～

溝
迫

交
差

点
間

を
含

む

（
資

料
/
【
開

通
前

】
S
6
3交

通
セ

ン
サ

ス
及

び
S
6
3
.5

渋
滞

長
調

査
【
開

通
後

】
H

2
7
.1

0
～

2
8
.9

プ
ロ

ー
ブ

デ
ー

タ
平

日
朝

・
夕

混
雑

時
平

均
）

仁
賀

口
交

差
点

国
道

2
号

西
条

バ
イ

パ
ス

L
=
1
1
.3

km
東 広 島 市 西 条 町 上 三 永

東 広 島 市 八 本 松 町 宗 吉

ひ が し ひ ろ し ま さ い じ ょ う ち ょ う か み み な が

ひ が し ひ ろ し ま は ち ほ ん ま つ ち ょ う む ね よ し

至
岡

山

至
山

口

解
消

八
本

松
駅

前
交

差
点

は
ち

ほ
ん

ま
つ

に
か

ぐ
ち

円
城

寺
入

口
交

差
点

え
ん

じ
ょ

う
じ

西
条

西
交

差
点

さ
い

じ
ょ

う
に

し

溝
迫

交
差

点
み

ぞ
さ

こ

解
消

５
．
事

業
効
果
の
発
現
状
況

整
備
効

果
①
全
線
開
通
の
効
果
（
円
滑
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保
、
安
全
安
心
の
確
保
）

御
条

交
差

点
ご

じ
ょ

う

6
0
0
m

(朝
･夕

)

1
,0
0
0
m

(朝
･夕

)

8
0
0
m（

朝
）

2
,1
0
0
m（

朝
）

3
0
0
m

(朝
･夕

)

2
0
0
m（

朝
･夕

）

1
,1
0
0
m
（
朝
）

バ
イ

パ
ス

区
間

L
=
8
.5

km
現

道
拡

幅
区

間
L
=
2
.8

km

・
西

条
バ

イ
パ

ス
へ

大
型

車
な

ど
の

通
過

交
通

が
転

換
し

、
旧

国
道

２
号

の
八

本
松

駅
前

交
差

点
、

御
条

交
差

点
の

渋
滞

が
解

消
し

た
。

・
ま

た
、

旧
国

道
２

号
の

死
傷

事
故

件
数

は
、

9
7
件

が
8
9
件

と
な

り
1
割

減
少

。
・
さ

ら
に

、
西

条
バ

イ
パ

ス
を

利
用

す
る

こ
と

で
通

過
時

間
が

、
約

3
1
分

が
8
分

短
縮

し
、

円
滑

な
交

通
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

・
一

方
、

市
の

中
心

部
で

は
市

街
地

化
な

ど
沿

道
開

発
が

進
み

、
新

た
な

渋
滞

が
発

生
し

て
い

る
。

さ
い

じ
ょ

う

主
要
渋
滞
箇
所
（

H
25

.1
時

点
）

交
通

量
断

面

5
0
0
m

(朝
･夕

)

：
渋

滞
長

S
63

.5
、

H
2.

1渋
滞

長
調

査

〔
開

通
前
〕 ：
渋

滞
長

〔
現

在
〕

：
H
2
7
.1
0
～

H
2
8
.9
の

平
日

の
速

度
低

下
区

間
が

最
大

の
時

間
帯

の
旅

行
速

度
が

2
0
k
m
/
h程

度
の

区
間

長

プ
ロ
ー
ブ
デ
ー
タ

道
照

交
差

点
ど

う
し

ょ
う

東
広

島
市

中
心

部
の

通
過

所
要

時
間

の
変

化

さ
い

じ
ょ

う

さ
い

じ
ょ

う

は
ち

ほ
ん

ま
つ

ご
じ

ょ
う

志
和

イ
ン

タ
ー

入
口

交
差

点
し

わ H
2
2
D

ID

S
5
5
D

ID

人
口

集
中

地
区

凡
例

志
和

IC
解
消

3
0
0
m（

朝
）

9
7

8
9

0

2
0

4
0

6
0

8
0

10
0

12
0

開
通

前

（
S
6
3
）

全
線

開
通

後

（
H

2
3
-
26

）

6,
60

0

1,
10

0

7,
40

0

0

2,
0
00

4,
0
00

6,
0
00

8,
0
00

10
,0

00

S
6
3

H
2
7

2
6
5
0
0

1
9
,5

0
0

2
6
,8

0
0

0

1
0
,0

0
0

2
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

4
0
,0

0
0

5
0
,0

0
0

6
0
,0

0
0

開
通

前

（
S
6
3
)

開
通

後

（
H

2
7
）

（台
/日

）

利
用

交
通

量
の

推
移

H
5
.4

バ
イ

パ
ス

区
間

暫
定

2
車

線
開

通

H
2
4
.0

2
現

道
拡

幅
区

間
4
車

線
開

通

（台
/日

）

S
6
3

（
資

料
/
 S

6
3
：
道

路
交

通
セ

ン
サ

ス
H

2
7
：
交

通
量

調
査

）

H
2
7

（
国

道
4
8
6
号

）

（
西

条
バ

イ
パ

ス
）

H
5
.4

バ
イ

パ
ス

区
間

暫
定

2
車

線
開

通

H
2
4
.0

2
現

道
拡

幅
区

間
4
車

線
開

通

死
傷

事
故

件
数

の
変

化

（件
）

（
資

料
/
S
6
3
：
道

路
交

通
セ

ン
サ

ス
Ｈ

2
3
～

H
2
6：

IT
A

R
D

A
デ

ー
タ

）

約
１

割
減

少

S
6
0
.1

2
～

H
5
.4

バ
イ

パ
ス

区
間

暫
定

2
車

線
開

通
H

2
4
.0

2
現

道
拡

幅
区

間
4
車

線
開

通

≪
全

車
種

≫
≪

大
型

車
≫

S
6
3

H
2
7

Ｓ
6
3

Ｈ
2
3
～

H
2
6

（
国

道
4
8
6
号

）

（
西

条
バ

イ
パ

ス
）

※
Ｈ

2
3
～

Ｈ
2
6
の

年
平

均

※

－ 10 －



一
般
国
道
２
号

西
条
バ
イ
パ
ス

0
～

2
0
k
m

/
h

2
0
～

3
0
km

/
h

3
0
～

4
0
km

/
h

4
0
～

5
0
km

/
h

5
0
km

/
h
以

上

2
9

3
9

0

1
0

2
0

3
0

4
0

H
9

H
2
5
～

Ｈ
2
6

2
2
,9

0
0

2
6
,8

0
0

0

5
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
5
,0

0
0

2
0
,0

0
0

2
5
,0

0
0

3
0
,0

0
0

部
分

開
通

後

（
H

9
）

開
通

後

（
H

2
7
）

・
西

条
バ

イ
パ

ス
区

間
の

交
通

量
は

、
平

成
5
年

度
の

開
通

以
降

、
平

成
1
7
年

度
の

県
道

志
和

イ
ン

タ
ー

線
や

平
成

1
0
～

2
5
年

度
の

東
広

島
バ

イ
パ

ス
の

開
通

に
伴

い
約

２
割

増
加

し
て

い
る

。
・
そ

れ
ら

の
影

響
に

よ
り

、
西

条
バ

イ
パ

ス
の

道
照

交
差

点
付

近
で

は
、

速
度

低
下

に
起

因
す

る
追

突
事

故
が

多
発

し
て

お
り

、
現

在
、

交
通

安
全

対
策

の
検

討
を

進
め

て
い

る
。

東
広

島
市

役
所

上
三

永
IC

西
条

IC

志
和

IC
東 広 島 市 西 条 町 上 三 永

ひ が し ひ ろ し ま さ い じ ょ う ち ょ う か み み な が

東
広

島
市

竹
原

市

至
岡

山

至
山

口

交
通

量
の

推
移

S
6
0
.1

2
～

H
5
.4

バ
イ

パ
ス

区
間

暫
定

2
車

線
開

通

H
2
4
.0

2
現

道
拡

幅
区

間
4
車

線
開

通

（台
/日

）

H
2
2
D

ID

S
5
5
D

ID

人
口

集
中

地
区

凡
例

①
断

面

（
資

料
/
 H

9
：
道

路
交

通
セ

ン
サ

ス
H

2
7
：
交

通
量

調
査

）

H
9

①
断

面
H

1
7
年

度
(県

)志
和

イ
ン

タ
ー

線

東 広 島 市

八 本 松 町 宗 吉

ひ が し ひ ろ し ま

は ち ほ ん ま つ ち ょ う む ね よ し

バ
イ

パ
ス

区
間

の
区

間
別

旅
行

速
度

7 時
39

.3
##

#
41

.3
##

#
##

#
#

27
.8

##
42

.4
##

#
52

.1
44

.7
##

#
52

.3
##

#
26

.0
14

.4
52

.0
#

#
##

#
26

.3
#

##
##

#
##

#
##

#
#

58
.4

8 時
41

.5
##

#
35

.6
##

#
##

#
#

27
.0

##
42

.3
##

#
53

.3
49

.8
##

#
53

.7
##

#
31

.2
15

.9
54

.4
#

#
##

#
41

.9
#

##
##

#
##

#
##

#
#

58
.0

9 時
39

.9
##

#
56

.6
##

#
##

#
#

44
.9

##
52

.8
##

#
53

.4
47

.7
##

#
44

.0
##

#
23

.2
15

.3
53

.2
#

#
##

#
40

.9
#

##
##

#
##

#
##

#
#

55
.5

10
時

37
.9

##
#

59
.0

##
#

##
#

#
49

.8
##

54
.6

##
#

45
.3

34
.5

##
#

28
.9

##
#

17
.0

14
.0

52
.4

#
#

##
#

39
.6

#
##

##
#

##
#

##
#

#
55

.2
11

時
39

.4
##

#
61

.0
##

#
##

#
#

52
.8

##
56

.0
##

#
47

.8
37

.3
##

#
32

.9
##

#
17

.1
14

.3
52

.4
#

#
##

#
38

.7
#

##
##

#
##

#
##

#
#

54
.3

12
時

40
.3

##
#

60
.7

##
#

##
#

#
52

.7
##

58
.4

##
#

55
.3

46
.3

##
#

51
.4

##
#

28
.3

16
.3

52
.9

#
#

##
#

38
.9

#
##

##
#

##
#

##
#

#
53

.9
13

時
39

.7
##

#
62

.6
##

#
##

#
#

54
.8

##
59

.1
##

#
53

.8
49

.8
##

#
54

.7
##

#
35

.7
16

.9
53

.2
#

#
##

#
39

.6
#

##
##

#
##

#
##

#
#

54
.3

14
時

39
.0

##
#

61
.9

##
#

##
#

#
47

.1
##

58
.9

##
#

53
.8

49
.1

##
#

52
.6

##
#

30
.1

16
.3

52
.9

#
#

##
#

38
.3

#
##

##
#

##
#

##
#

#
53

.4
15

時
38

.4
##

#
61

.6
##

#
##

#
#

53
.9

##
58

.6
##

#
54

.7
48

.8
##

#
52

.6
##

#
27

.9
15

.6
52

.4
#

#
##

#
34

.3
#

##
##

#
##

#
##

#
#

53
.4

16
時

39
.1

##
#

61
.8

##
#

##
#

#
51

.6
##

57
.8

##
#

53
.9

50
.4

##
#

52
.6

##
#

25
.3

14
.9

52
.5

#
#

##
#

34
.6

#
##

##
#

##
#

##
#

#
54

.6
17

時
39

.6
##

#
46

.9
##

#
##

#
#

32
.1

##
42

.5
##

#
48

.3
38

.0
##

#
36

.3
##

#
15

.2
12

.9
51

.2
#

#
##

#
29

.4
#

##
##

#
##

#
##

#
#

53
.7

18
時

39
.4

##
#

48
.5

##
#

##
#

#
34

.2
##

45
.3

##
#

51
.4

42
.6

##
#

41
.5

##
#

16
.7

13
.4

51
.6

#
#

##
#

27
.6

#
##

##
#

##
#

##
#

#
56

.1

0

1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

6
0
0

7
0
0５
．
事

業
効
果
の
発
現
状
況

開
通
後

の
課
題

さ
い

じ
ょ

う
し

わ

西
条

バ
イ

パ
ス

の
死

傷
事

故
件

数
の

変
化

（
件

）

（ 件/ 億 台 キ ロ ）

（
資

料
/
交

通
事

故
統

合
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
（
IT

A
R

D
A

）
：
H

2
4
現

道
拡

幅
区

間
整

備
後

の
H

2
5
年

、
H

2
6
年

の
平

均
）

が
無

い
区

間
は

、
0
件

/
億

台
キ

ロ

西
条

バ
イ

パ
ス

の
死

傷
事

故
率

（
資

料
/
IT

A
R

D
A

デ
ー

タ
）

さ
い

じ
ょ

う

七
ツ

池
な

な
い

け

下
見

し
た

み

御
薗

宇
み

そ
の

う

早
稲

木
わ

せ
ぎ

（
立

体
交

差
）

上 り

（
立

体
交

差
）

（
立

体
交

差
）

道
照

ど
う

し
ょ

う

溝
迫

み
ぞ

さ
こ

溝 迫

仁 賀 口

道
照

交
差

点
で

慢
性

的
な

混
雑

が
発

生

さ
い

じ
ょ

う
ど

う
し

ょ
う

ひ
が

し
ひ

ろ

さ
い

じ
ょ

う

H
1
7
.0

4
志

和
イ

ン
タ

ー
線

開
通

H
2
6
.0

3
東

広
島

バ
イ

パ
ス

開
通

H
2
7
.0

3
東

広
島

・
呉

道
路

開
通

国
道

2
号

西
条

バ
イ

パ
ス

L
=
1
1
.3

km

約
２

割
増

加
道

照
交

差
点

ど
う

し
ょ

う

広
島

市

道 照

H
23

年
度

現
道

拡
幅

区
間

４
車

線
開

通
L
=3

.8
km

H
2
7

※
Ｈ

2
5
～

Ｈ
2
6
の

年
平

均

し
ま

※

バ
イ

パ
ス

区
間
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一
般
国
道
２
号

西
条
バ
イ
パ
ス

５
．
開

通
前
の
状
況
及
び
整
備
効
果

整
備
効

果
②
地
域
経
済
の
活
性
化
（
周
辺
エ
リ
ア
活
性
化
の
支
援
）

さ
い

じ
ょ

う

ひ
が

し
ひ

ろ
し

ま

・
東

広
島

市
は

、
東

広
島

市
総

合
計

画
に

基
づ

き
、

西
条

地
区

を
中

心
市

街
地

と
し

都
市

基
盤

の
整

備
等

が
進

め
ら

れ
て

き
た

。
・
西

条
バ

イ
パ

ス
は

、
東

広
島

市
の

中
心

市
街

地
沿

い
に

位
置

し
て

お
り

、
土

地
区

画
整

理
事

業
と

一
体

的
な

整
備

な
ど

に
よ

り
、

快
適

な
都

市
空

間
が

形
成

さ
れ

、
人

口
増

加
や

大
型

小
売

店
の

出
店

が
確

認
で

き
る

。

さ
い

じ
ょ

う

ひ
が

し
ひ

ろ
し

ま
さ

い
じ

ょ
う

ひ
が

し
ひ

ろ
し

ま

ひ
が

し
ひ

ろ
し

ま

44
9 

77
3 

1,
10

4 
63

3 

87
9 

82
5 

1,
08

2 

1,
65

2 
1,
92

9 
1.
00

1.
72

2.
46

1.
00

1.
53

1.
78

0.
00

0.
50

1.
00

1.
50

2.
00

2.
50

3.
00

0

50
0

1,
00
0

1,
50
0

2,
00
0

2,
50
0

3,
00
0

3,
50
0

4,
00
0

4,
50
0

S5
0

H7
H2

7

人
口

（
10
0人

）
伸

び
率

：
旧

西
条

町
、

旧
八

本
松

町

国
道

2
号

西
条

バ
イ

パ
ス

L
=
1
1
.3

km
さ

い
じ

ょ
う

東 広 島 市 西 条 町 上 三 永

東 広 島 市 八 本 松 町 宗 吉

ひ が し ひ ろ し ま さ い じ ょ う ち ょ う か み み な が

ひ が し ひ ろ し ま は ち ほ ん ま つ ち ょ う む ね よ し

至 岡 山
至 山 口

八
本
松
駅
前

土
地
区
画
整
理

寺
家
地
区

土
地
区
画
整
理

※
H

2
2
は

西
条

バ
イ

パ
ス

沿
線

の
D

ID
地

区

（
資

料
/
東

広
島

市
寺

家
地

区
事

後
評

価
説

明
資

料
）

寺
家

土
地

区
画

整
理

事
業

じ
け

●
面

積
：
9
.9

h
a

●
Ｈ

2
1
着

手
、

Ｈ
2
8
完

了
予

定

西
条
駅
前
土
地
区
画
整
理

面
積
：
7.
6h
a

H3
着
手
、
Ｈ
17
完
了

H
2
1
.4

ブ
ー
ル
バ
ー
ル
整
備

延
長
：
5.
1k
m

H1
7全

線
開
通

西
条
第
一
土
地
区
画
整
理

面
積
：
11
2.
1h
a

S5
9着

手
、
Ｈ
10
完
了

（
資

料
/
国

土
地

理
院

）

八
本

松
駅

前
土

地
区

画
整

理
事

業
は

ち
ほ

ん
ま

つ
え

き
ま

え

●
面

積
：
2
7
.8

h
a

●
未

着
手

H
2
1
.4

H
2
1
.4

○
西

条
地

区
を

市
の

中
心

市
街

地
と

し
て

、
都

市
機

能
の

集
積

、
都

市
基

盤
の

整
備

を
進

め
る

こ
と

が
必

要
と

さ
れ

て
い

る
。

○
東

西
を

結
ぶ

国
道

２
号

（
現

在

の
国

道
4
8
6
号

）は
、

著
し

い
交

通
混

雑
が

生
じ

て
お

り
、

交
通

機
能

の
低

下
を

招
い

て
い

る
た

め
、

国
道

２
号

な
ど

広
域

道
路

網
（
現

在
の

西
条

バ
イ

パ

ス
）
の

整
備

を
図

る
こ

と
を

基
本

方
針

と
し

て
い

る
。

東
広

島
市

総
合

計
画

（
昭

和
６

１
年

）

東
広

島
市

位
置

図

西
条

バ
イ

パ
ス

土
地

区
画

整
理

事
業

な
ど

箇
所

図

東
広

島
市

の
人

口
の

推
移

6
 

1
1
 

2
9
 

05

1
0

1
5

2
0

2
5

3
0

H
4

H
6

H
2
6

大
型

小
売

店
の

推
移

資
料

/
全

国
大

型
小

売
店

舗
総

覧
1
9
9
2
、

19
9
4、

2
01

5
）

H
24

.0
2

現
道

拡
幅

区
間

4車
線

開
通

S
60

.1
2～

H
5.

4
バ

イ
パ

ス
区

間
暫

定
2車

線
開

通

（
店

舗
）

（
資

料
/
国

勢
調

査
）

人
口

面
積

S
5
5
D

ID
約

０
．

８
万

人
約

１
．

８
㎢

H
2
2
D

ID
約

４
．

０
万

人
約

６
．

３
㎢

至
岡

山

至
山

口

東
広

島
市

役
所

東
広

島
市

役
所

※
伸

び
率

は
S
50

を
1.

0と
し

た
場

合
※

旧
国

道
2号

（国
道

48
6号

）沿
い

の
大

型
小

売
店

：
旧

西
条

町
・
旧

八
本

松
町

旧
西

条
町

・
旧

八
本

松
町

（
人

口
）

そ
の

他
地

区
（
人

口
）

旧
西

条
町

・
旧

八
本

松
町

（
伸

び
率

）
東

広
島

市
（
伸

び
率

）

凡
例

：
H

2
2
D

ID

（
百

人
）

ひ
が

し
ひ

ろ
し

ま

ひ
が

し
ひ

ろ
し

ま

旧
西

条
町

旧
八

本
松

町

旧
西

条
町

旧
八

本
松

町

広
島

大
学
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一
般
国
道
２
号

西
条
バ
イ
パ
ス

25

46
44

92

12
1
12

7
11

4

13
7

11
6

1.
00

1.
86

1.
79

3.
72

4.
90

5.
13

4.
62

5.
56

4.
69

0.
00

2.
00

4.
00

6.
00

8.
00

10
.0
0

02040608010
0

12
0

14
0

16
0

S6
0

H2
H7

H
12

H1
5
H1

7
H2

0
H2

2
H
26

22
0 

36
8 

35
6 

29
9 

47
1 

50
8 

72
6 

50
4 

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

70
0

80
0

S5
5

H2
H7

H1
2

H1
5

H1
7

H2
0

H2
2

５
．
事

業
効
果
の
発
現
状
況

整
備
効

果
③
地
域
経
済
の
活
性
化
（
地
域
産
業
の
支
援
）

至
岡

山

さ
い

じ
ょ

う

凡
例

：バ
イ

パ
ス

全
線

開
通

（H
5）

以
前

に
完

成

：新
規

・追
加

造
成

・
東

広
島

市
に

は
、

広
島

都
市

圏
内

に
あ

る
自

動
車

生
産

工
場

の
部

品
を

製
造

す
る

企
業

が
立

地
し

て
い

る
。

・
西

条
バ

イ
パ

ス
整

備
に

よ
り

、
通

過
交

通
が

国
道

2
号

へ
転

換
さ

れ
、
沿

線
の

産
業

団
地

の
企

業
数

が
約

５
割

増
加

、
沿

線
の

製
造

品
出

荷
額

も
増

加
す

る
な

ど
企

業
が

活
性

化
し

て
い

る
。

・
西

条
バ

イ
パ

ス
近

く
へ

新
た

に
造

成
し

て
い

る
産

業
団

地
で

は
、

公
募

が
開

始
さ

れ
、

さ
ら

な
る

地
域

産
業

の
活

性
化

が
期

待
さ

れ
て

い
る

。
さ

い
じ

ょ
う

さ
い

じ
ょ

う

ひ
が

し
ひ

ろ
し

ま

自
動

車
生

産
工

場
：
工

業
統

計
メ

ッ
シ

ュ
デ

ー
タ

対
象

範
囲

（
1
km

メ
ッ

シ
ュ

）

57

84

0102030405060708090

Ｈ
5

Ｈ
28

西
条

バ
イ

パ
ス

周
辺

の
産

業
団

地
に

お
け

る
立

地
企

業
数

お
よ

び
業

種
内

訳

※
上

図
中

の
産

業
団

地
を

対
象

※
業

種
内

訳
は

企
業

Ｈ
Ｐ

な
ど

を
も

と
に

集
計

さ
い

じ
ょ

う

製
造

業
58

%

運
送

業
3%

小
売

業
9%

サ
ー

ビ
ス

業
4%

そ
の

他
26

%

約
５

割
増

加

西
条

バ
イ

パ
ス

沿
線

の
製

造
品

出
荷

額
の

推
移

（資
料

/工
業

統
計

メ
ッ

シ
ュ

デ
ー

タ
）

（十
億

円
）

さ
い

じ
ょ

う

製
造

業
が

中
心

（社
）

至
山

口

東
広

島
寺

家
産

業
団

地
（
平

成
2
9
年

完
成

予
定

）
西

条
バ

イ
パ

ス
沿

線
に

お
け

る
工

業
団

地
国

道
2
号

西
条

バ
イ

パ
ス

L
=
1
1
.3

km

東
広

島
市

広
島

市
平

成
２

８
年

１
１

月
下

旬
公

募
開

始
３

区
画

（
６

．
８

１
ｈ

ａ
）

西
条

バ
イ

パ
ス

ま
で

約
３

０
０

ｍ
と

近
く

現
在

、
複

数
の

企
業

が
関

心
を

示
し

て
い

る
。

県
は

、
分

譲
後

の
雇

用
や

税
収

の
増

加
な

ど
経

済
効

果
は

高
い

と
考

え
て

い
る

東
広

島
市

の
法

人
税

収
の

推
移

（億
円

）

（資
料

/広
島

国
税

局
統

計
情

報
）

さ
い

じ
ょ

う

ひ
が

し
ひ

ろ
し

ま

８
４

億
円

増
加

S
6
0
.1

2
～

H
5
.4

バ
イ

パ
ス

区
間

暫
定

2
車

線
開

通

H
2
4
.2

現
道

拡
幅

区
間

4
車

線
開

通

H
2
6
.0

3
東

広
島

バ
イ

パ
ス

開
通

S
6
0
.1

2
～

H
5
.4

バ
イ

パ
ス

区
間

暫
定

2
車

線
開

通

H
2
4
.2

現
道

拡
幅

区
間

4
車

線
開

通
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一
般
国
道
２
号

西
条
バ
イ
パ
ス

６
．
今

後
の
事
業
評
価
の
必
要
性
等

・
西

条
バ

イ
パ

ス
は

早
期

に
効

果
発

現
さ

せ
る

た
め

、
バ

イ
パ

ス
区

間
に

つ
い

て
は

暫
定

２
車

線
整

備
を

行
っ

た
。

こ

の
整

備
に

よ
り

、
現

道
の

渋
滞

緩
和

、
所

要
時

間
の

短
縮

、
死

傷
事

故
件

数
の

減
少

、
地

域
経

済
の

活
性

化
、

地

域
産

業
の

支
援

な
ど

、
事

業
目

的
に

見
合

っ
た

効
果

が
確

認
で

き
る

こ
と

か
ら

、
今

後
の

事
後

評
価

の
必

要
性

は

な
い

と
考

え
る

。

今
後
の
事
後
評
価
の
必

要
性

改
善
措
置
の
必
要
性

同
種

事
業

の
計

画
・

調
査

の
あ

り
方

や
事

業
評

価
手

法
の

見
直

し
の

必
要

性

・
西

条
バ

イ
パ

ス
の

整
備

に
よ

り
、

一
定

の
効

果
は

得
ら

れ
て

い
る

も
の

の
、

バ
イ

パ
ス

本
線

の
渋

滞
や

事
故

が
発

生

し
て

い
る

交
差

点
に

お
い

て
は

、
引

き
続

き
交

差
点

改
良

な
ど

の
必

要
な

対
策

を
進

め
て

い
く
。

な
お

、
４

車
線

整
備

に
つ

い
て

は
、

事
業

中
で

あ
る

安
芸

バ
イ

パ
ス

、
東

広
島

バ
イ

パ
ス

な
ど

の
整

備
に

よ
る

今
後

の
交

通
状

況
及

び

所
要

時
間

や
時

間
信

頼
性

の
変

動
な

ど
を

踏
ま

え
て

検
討

を
行

う
。

・
同

種
事

業
の

計
画

・
調

査
に

あ
た

っ
て

は
、

沿
線

自
治

体
の

目
指

す
べ

き
姿

（
地

域
計

画
）
と

整
合

さ
せ

、
経

済
、

観

光
の

関
係

者
か

ら
情

報
収

集
を

行
う

な
ど

、
道

路
整

備
に

よ
る

多
面

的
な

効
果

の
把

握
に

努
め

る
必

要
が

あ
る

。

・
事

業
評

価
手

法
の

見
直

し
に

つ
い

て
は

、
必

要
は

な
い

と
考

え
る

が
、

今
後

周
辺

道
路

整
備

が
進

み
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
と

し
て

の
効

果
も

発
揮

す
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

た
め

、
引

き
続

き
社

会
経

済
指

標
や

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

等
デ

ー
タ

の

蓄
積

に
努

め
る

。
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一
般
国
道
２
号

西
条
バ
イ
パ
ス

※
1

【
】

は
、
供

用
後

5
0
年
間
の
便

益
額
と

し
て
試
算

し
た
値

（
参
考
値

）
※

2
西
条
バ

イ
パ
ス

の
供
用

に
影
響
を

受
け
る

エ
リ
ア
を

対
象
に

算
定

◆
３
便
益
に
よ
る
費
用
便
益
比

※
１

基
準

年
：

H
2
8
年

※
２

H
1
7
ベ
ー
ス
第

2
段

階
の
改

善
を
使

用

項
目

全
体

事
業

費
用
（
C
）

1
,0
4
9

事
業
費

1
,0
0
3

維
持
管
理
費

4
7

便
益
額
（
B
）

３
,8
5
0

走
行
時
間
短
縮
便
益

3
,0
4
2

走
行
経
費
減
少
便
益

6
4
9

交
通
事
故
減
少
便
益

1
5
9

費
用
便
益
比

3
.7（
億

円
）

◆
道
路
の
役
割

■
道

路
の

役
割

（
＋

α
）

①
災

害
へ

の
備

え
［
広

島
県

の
第

１
次

救
急

輸
送

道
路

に
指

定
］

②
環

境
の

影
響

を
考

慮
し

た
効

果
［
例

）
約

4
3
千

ト
ン

/
年

の
C

O
2
削

減
］
【
＋

約
3
1
.4

億
円

】
※

1
、

※
2

③
沿

道
環

境
の

改
善

[N
O

ｘ
排

出
削

減
量

：
約

1
8
3
ト

ン
/
年

（
約

1
.9

％
削

減
）
、

S
P

M
排

出
削

減
量

：
約

8
ト

ン
/
年

（
約

1
.6

％
削

減
）
]※

2

便
益
計
測
対
象
項
目

内
容

走
行
時
間
短
縮
便

益
周
辺
道
路
も
含
め
、
道
路
整
備
に
よ
っ
て
走
行
時
間
が
短
縮
さ

れ
る
効
果
を
貨
幣
価
値
と
し
て
算
出
し
た
も
の
。

走
行
経
費
減
少
便

益
周
辺
道
路
も
含
め
、
道
路
整
備
に
よ
っ
て
走
行
条
件
が
改
善
さ

れ
る
こ
と
に
よ
る
走
行
に
必
要
な
経
費
（
燃
料
費
、
オ
イ
ル
費

、
タ
イ
ヤ
・
チ
ュ
ー
ブ
費
、
車
両
整
備
費
、
車
両
償
却
費
）
の

減
少
効
果
を
対
象
と
し
て
算
出
し
た
も
の
。

な
お
、
走
行
時
間
に
含
ま
れ
な
い
経
費
を
対
象
と
し
て
算
出
し

て
い
る
。

交
通
事
故
減
少
便

益
周
辺
道
路
も
含
め
、
道
路
整
備
に
よ
る
交
通
量
等
の
変
化
に
伴

う
、
交
通
事
故
に
よ
る
社
会
的
損
失
（
運
転
者
、
同
乗
者
、
歩

行
者
に
関
す
る
人
的
損
害
額
、
交
通
事
故
に
よ
り
損
壊
を
受
け

る
車
両
や
構
築
物
に
関
す
る
物
的
損
害
額
等
）
が
減
少
す
る
効

果
を
貨
幣
価
値
と
し
て
算
出
し
た
も
の
。

◆
ま

と
め

計
画
交
通
量

総
事
業
費

総
費
用
(
C
)

３
便
益
(
B
)

そ
の
他
の
便
益

費
用
対
効
果
(
B
/
C
)

（
）
内

は
残
事
業

B
/
C

3
3,
1
00
台
／
日
～
50

,0
0
0台

/日
約
39

9億
円

1
,0
4
9億

円
3
,8
5
0億

円
＋

α
3
.7

＋
α

＜
参

考
資

料
＞

•
地

域
か

ら
の

要
望

等
を

踏
ま

え
、

道
路

の
役

割
に

つ
い

て
は

、
従

来
の

３
便

益
に

加
え

て
「

地
域

か
ら

期
待

さ
れ

る
道

路
の

役
割
」
等
を
整
理
。
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